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ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
制
度
は
若

者（
35
歳
未
満
）の
採
用
や
育
成
に

積
極
的
で
、
雇
用
管
理
な
ど
が
優

良
な
中
小
企
業
を
認
定
す
る
も
の

で
、
平
成
27
年
10
月
に
施
行
さ
れ

た
「
青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

と
め
市
民
活
動

プ
ラ
ザ　
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地
域
の
た
め
に
、
自
分
の
生
き

が
い
の
た
め
に
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
想
い
、
や

る
気
を
実
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉

５
月
13
日（
金
）
午
後
２

　　

大
麻
や
一
部
の
ケ
シ
は
、
法
律

で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
シ
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

色
鮮
や
か
で
美
し
い
大
き
な
花
を

咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
に
は
、

園
芸
用
の
も
の
と
外
観
が
似
て
い

る
品
種
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

不
正
大
麻
や

ケ
シ
は
犯
罪
に

利
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

不
正
栽
培
、
ま
た
は
自
生
し
て

い
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、

保
健
所
や
警
察
署
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

宮
城
県
登
米
保

健
所（
食
品
薬
事
班
）
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聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の

家
族
、関
係
者
な
ど
、ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る「
み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。言
語
に
何
ら
か

の
障
が
い
が
あ
る
人
も
参
加
で
き

ま
す
。

　

今
回
は「
メ
ー
ル
１
１
９
」の
登

録
会
と
交
流
会
・
個
別
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。※
全
部
に
手
話
通

訳
と
要
約
筆
記（
文
字
付
き
）。

６
月
21
日（
火
）

❶
「
メ
ー
ル
１
１
９
通
報
シ
ス
テ

ム
登
録
会
」＝
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
▼
登
米
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
防
災
会
議
室
▼
メ
ー
ル
１
１

９
の
登
録
方
法
や
、利
用
時
の
注

意
点
な
ど
の
説
明

❷
交
流
会
・
個
別
相
談
会
＝
午
後

１
時
〜
２
時
30
分
▼
登
米
市
視
聴

覚
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室
▼
自
分

に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ

ん
か

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い▼

宮
城
県
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ

ポ
み
や
ぎ
）
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▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。
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過
去
５
年
以
内
に
、納
め
忘

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
で
、将
来
の
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後

納
制
度
」が
、平
成
27
年
10
月
か

ら
３
年
間
限
り
の
特
例
と
し
て

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
な
ど
は
、後
納

制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、国
民
年
金
保
険

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。▼

国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 
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▼
古
川
年
金
事
務
所
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▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）　
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市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ

エ
ム
放
送「
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
」の

難
聴
地
域
解
消
を
目
的
に
中
継
局

を
整
備
を
し
て
い
ま
す
。４
月
か

ら
津
山
町
域
、同
下
旬
か
ら
東
和

町
域
で
受
信
可
能
と
な
り
、８
月

末
ま
で
に
登
米
町
域
、石
越
町
域
、

豊
里
町
域
、迫
町
新
田
地
区
に
中

継
局
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

は
っ
と
エ
フ
エ
ム
で
は
、災
害

情
報
を
は
じ
め
、市
の
身
近
な
生

活
情
報
や
市
長
が
生
出
演
す
る

コ
ー
ナ
ー
、市
職
員
も
登
場
し
情

報
提
供
す
る「
登
米
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は「
は
っ
と

エ
フ
エ
ム
」を
認
知
い
た
だ
き
、

災
害
時
や
市
の
情
報
収
集
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
東
和

町
・
津
山
町
に
お

住
ま
い
で「
自
宅

内
で
放
送
が
受

信
で
き
な
い
」と

い
っ
た
障
害
が

発
生
し
て
い
る

場
合
は
、総
務
部
防
災
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。総

務
部
防
災
課
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時
〜
４
時迫

公
民
館（
大
会
議
室
）

認
定
Ｎ
Ｐ
О
法
人 

杜
の

伝
言
板
ゆ
る
る
代
表
理
事　

大
久

保 

朝と
も

江え 

氏

◉

５
月
20
日（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
５
時

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

◉
　

❶
６
月
３
日（
金
）❷
６

月
24
日（
金
）❸
７
月
15
日（
金
）

／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

☎

　

認
定
を
受
け
た
企
業
は
、
認
定

マ
ー
ク
を
広
告
や
商
品
な
ど
に
使

用
し
て
優
良
企
業
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ほ
か
、

地
方
自
治
体
の
助
成
金
や
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

迫（
学
卒
担
当
）
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